
 

   

思春期の子どもたちは、その発達段階から周囲の大人に悩みを相談しづらい年齢になり、抱える課

題が周囲にさらに見えにくくなっています。そのうえ、子どもたちの抱える課題には、虐待や貧困、ヤン

グケアラーなど様々な複雑な背景が絡んでいることが多くあります。 

そこで今回のセミナーでは、実際に思春期の子どもたちを診察する中で虐待対応を関係機関と連携

して行っている四国こどもとおとなの医療センターの木下あゆみ先生にご講義いただきます。医療職

からの視点を学び、改めてソーシャルワーカーの専門性を考える機会にします。また、事例検討を通じ

て、子どもたちへかかわる際の観察力や実践へ繋がる技術力の向上を目指します。 

 

日 時   2022年 12 月17 日 （土） 13:00～16:00 

       ※申し込み締め切り 2022年 12月 3日（土） 

講 師   木下 あゆみ 氏 

独立行政法人 国立病院機構 四国こどもとおとなの医療センター  

小児科・育児支援対策室 

会 場   ユープラザうたづ 2階 会議室 

       綾歌郡宇多津町浜六番丁 88番地 

※対面での開催としますが、新型コロナウイルス感染症の状況によっては ZOOM を用いたオン

ラインでの開催に切り替えます。その場合は、12月 10日（土）までに参加者へ連絡いたします。       

対 象   ソーシャルワーカー、教育・行政関係者、学生、市民など SSWに興味や関心のある人 

定 員   50名 

参加費   1,000円 （学生：500円） 当日承ります。  

   ※オンラインでの開催となった場合には、参加費の振込先を連絡いたします。  

申込み   E-mail：kagawa.k.ssw@gmail.com 

      ※参加ご希望の方は、上記メールアドレスに、件名をセミナー参加希望とし、 

氏名・所属・連絡先（携帯電話可）を明記のうえ、ご送信ください。 

問合せ先 申し込み先と同じメールアドレスに件名を「セミナー問合せ」とし、お問合わせください。  
 

 

 

 

 

 

見えにくい子どもの抱える課題を観るには!? 

～思春期の虐待事例を用いて、支援のヒントを見つける～ 

13:00～13:30  受付 

13:30～13:35  開催挨拶 

13:35～14:10  講演 「思春期の子どもへの支援のポイント（仮）」 講師 木下あゆみ 氏 

14:10～14:20  休憩 

14:20～15:40  事例検討 「思春期の子どもの虐待事例」（模擬事例を用いて） 

15:40～15:50  まとめ 

15:50～16:00  閉会挨拶 

 

2022年度 香川スクールソーシャルワークセミナー 

主 催        香川スクールソーシャルワーカー協会 

後 援(予定)  香川県教育委員会、四国学院大学、社会福祉法人香川県社会福祉協議会、公益社団法人香川県社会福祉士会、 

香川県精神保健福祉士協会、香川県ソーシャルワーカー協会、香川県医療ソーシャルワーカー協会、 

JaSPCANかがわ（順不同） 

 

【申込用QRコード】 

 


